
基礎の基礎 単位の意味、素材や構造、これらは、フネを理解する
うえで最初に知っておくべき事柄です。どんなフネを
選ぶにしても、まずはここから確認しておきましょう。

　アコモデーション（accommodations）
は、もともと部屋の（宿泊）設備などの
ことですが、フネの場合は、やや広義
の解釈で、そのフネに備わるさまざまな
設備関係や艤装などを総称する言葉と
して使われています。
　アコモデーションについては、圧倒的
に欧米艇の方がしっかりとしたものとな
っています。
　決定的なのは、プレジャーボートを楽
しむための背景が、文化的にも、社会
的にも、確立されていることでしょう。
それは、100 年以上の歴史を持つプレ
ジャーボートの歴史の中で培われたもの
であり、簡単に追いつけるも
のでありません。

＊
　フネの各部の寸法は、その
フネに乗る人の寸法に合わせ
て作るのが基本です。欧米の
フネのほうが天井高を高くし
てあるのは、基本的な体格
の違いから考えれば当然のこ
とといえるでしょう。
　しかし、そういった理由を
つけて考えてみても、ほとん
どの国産艇のヘッドコンパート
メントの天井高は低すぎます。一般住宅
で天井高が 1.3m ほどの空間をトイレッ
トにすることなどないはずですが、フネ
の世界ではそれがあります。
　もちろん、欧米のフネでも天井高の
低いヘッドコンパートメントはあります
が、それはほとんどの場合、そのフネ
の他の部分でもそれだけしか天井高が
ない場合です。
　これは、フネに限らず、トイレットと
いうものに対する欧米と日本の考え方の
違いというべきかもしれません。
　北米やヨーロッパのモデルには、ホー
ルディングタンクで汚水を貯めるシステム
が普及しています。ただ、問題はその排
出で、コストの問題からか、標準仕様
だとマリーナなどのバキューム装置を前
提とするものが多数派です。これは、
通常オプションとして用意される、切り
替え弁付きの船外排出システムを選択し

ておくべきでしょう。
＊

　船上で食事を楽しむというのは、こ
れからフネを購入しようという方の想像
する「楽しいボートライフ」のひとつのカ
タチでしょう。
　小さなフネでも、テーブルと腰掛けさ
えあれば、ピクニック風の軽食は十分に
楽しめます。しかし、温かい、出来立
ての食物を供することができれば、もっ
と食事の時間を楽しむことができるでし
ょう。そのためには、最低限、ギャレー
に加熱装置が備わっている必要がある
わけです。というか、本来、ギャレーと

よばれるべき場所の最低条件のひとつ
が、この「温かい食物を供することがで
きること」だったりするのです。
　現代では、電磁調理器や電子レンジ
など、火を用いずに温かい食物をつくる
ことのできる調理器具が増えており、そ
ういったものをギャレーに装備するフネ
もかなりあります。ただ、この種の調理
器具には電気が必要で、発電機を持た
ないフネでは、陸電システムから供給さ
れる電力が存在する場所でしか、その
種の調理ができません。
　電気以外の加熱調理用具にはアルコ
ールやガスがあり、ごく小型のモデルで
はカセットボンベ式の小型卓上コンロな
どが備わるものもあります。

＊
　小型のフィッシングボートに関しては、
フィッシングに対する考え方の違いが表
れています。ひと言でいうと、ロッドやリ

ールはもちろん、その釣果を保存するク
ーラーボックスをはじめとしたあらゆるタ
ックルが「個人装備」であることを前提
にする日本式と、フネに備え付けられる
ものは極力フネに備え付けてしまおうと
いう欧米（特に米国）式というところで
しょうか。
　もちろん、それには釣法の違いとい
うのも無関係ではないはずですが、米
国でもけっこうボトムフィッシングは盛ん
で、多くの人が考えるよりも、アチラの
フネがそういった使い方に向いていたり
することは確かです。

＊
　ほとんどの国産艇に装備さ
れていて、アチラのフネでは
まず装備されていないもの
が、船底貫通型のイケスです。
　日本のフネのイケスは、フ
ネの床下、あるいはデッキ下
の一部を隔壁によって水密区
画とし、その部分の船底に穴
を開けて外部の水を引き入れ
るという構造ですから、いわ
ば、意図して船内に浸水個所
を設けるようなもの。その設
計はもちろん、管理やメイン

テナンスにも慎重な配慮が必要です。
　日本では、それを食べるために釣り
をするという方が多数派と思います。
　釣った魚を持ち帰って食べようという
場合には、釣り上げてすぐに素早く血
抜きなどを行い、氷温で保存するなど
の処理をしたほうが、狭いイケスで長時
間放置するより美味しく魚を食べられる
といわれており、多くの方はそれをご存
知のはずです。しかしそれでも、イケス
についての市場の要望は常にあり、ビル
ダーはその要望を取り入れてフネを建造
しています。

＊
　アコモデーションに関しては、そのフ
ネの使い手が自分で充実させていくこと
も可能な部分です。たとえ、もともとの
フネのアコモデーションが貧弱でも、ユ
ーザーの創意工夫でカバーできるところ
は少なくありません。

3 アコモデーション 設備や艤装は、そのフネの性格を決定する大切な要
素です。しっかりとしたアコモデーションは、ある意
味で、その背景にあるフネ文化の象徴かもしれません。
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